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年末年始はインフルエンザが大流行し，外来や病棟は患者であふれ返る状況となりました．2024/2025 シ

ーズンはインフルエンザ A/H1N1pdm09 を中心とした流行であり，呼吸不全や脳症を含む重症例が多いと

の報告が各地から寄せられています． 

こうした情報は，最前線で働く医療者の口コミを通じて広がることが多いものですが，それを科学的に

分析し，症例報告（症例集積報告）として記録することは，臨床医に与えられた特権です．有名な事例とし

ては，AIDS 患者におけるニューモシスチス（カリニ）肺炎，ピロリ菌と胃潰瘍，サリドマイドの催奇形性，

ジカウイルスによる小頭症などが挙げられます 1)–4)．これらは新たな医学分野を切り拓く契機となりまし

た． 

症例報告には，臨床研究では拾いきれない微妙なニュアンスが含まれます．多くの症例報告が歴史に名

を刻むわけではありませんが，臨床経過や背景を無視して要約されてしまうと，真相が見えなくなること

があります．だからこそ，臨床医が首肯できる精細な記載は極めて重要です． 

今回も多くの投稿をいただき，依頼総説 1 編，原著総説 1 編，症例報告 7 編の計 9 編の論文を掲載する

ことができました．これらの報告には，今後の医療に繋がる第一歩が記されていると確信しています． 

論文の質を保つためには，経験豊富な先生方の献身的な協力が不可欠です．査読を担当いただいた先生

方，特に編集委員長・飯嶋重雄先生の多大なご貢献に，心より感謝申し上げます． 
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